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砂混じりシルト主体。礫径10から
50mm、廃棄物混入し乱れる

礫径10から60mm主体。
間隙に粗粒砂充填。
所々砂分多い。
含水比は下位から中位。

微細砂交じる。含水比は下位。緩
い。木片等の腐植物交じる。

均一にシルト分混じる。含水比は
下位。緩い

微細砂、小礫交じる。

所々有機物交じる。
礫径2から20mm点在。
粘着性は中位。
含水比は下位から中位。

礫径10から50mm主体。
礫種は角礫・亜角礫主体。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂充
填。
含水比は中位から高位。
孔壁が崩れやすい。
10.0mより粘土分多い。
11.90mより礫混じり粘土状態とな
る。

有機物交じる。含水比は中位。少
量の微細砂交じる。
礫径10から50mm主体。角礫主体
。含水比は中位。崩れやすい

少量のシルト分均一に交じる
含水比は中位。
上位に軽石粒混入。
シーム状にシルト挟む。

礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂充
填。
含水比は中位から高位。
薄いシルト層挟む。
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礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂充
填。
含水比は中位から高位。
薄いシルト層挟む。
細砂、軽石挟む。軟質。含水高位
固結状、スコリア交じる。粘着性
は中位。含水比下位。
粘着性は中位。非常に軟弱。含水
比は中位から高位。一部凝灰質を
呈す。
18.9mより有機物交じる

均一微細砂混入、含水比下位

中砂・細砂主体。均一に粘土交じ
る。礫径2から10mm交じる

粘着性は中位。軟質。

礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
礫種は角・亜角礫主体。
含水比は下位から中位。
やや緩い箇所あり、孔壁が崩れや
すい。
20.70mより暗褐灰色。
21.55mより逸水。
20.05から23.20m間、シルト層挟
む。
24.6m付近より所々粘土・砂分多
くやや緩い

粘着性は中位。小礫・微細砂交じ
る。含水比は下位から中位。

微細砂交じる。含水比は下位。
27.9mより軽石粒交じる

含水比は下位から中位。
有機物多く混じる。

粘土質シルト主体。
上位は含水比高位。
29.60m迄は軟質となる
有機物交じる。
29.60mより含水比は中位。徐々に
締まる。
所々細砂層をシーム状に挟む
31.85mより固結状となる。細砂を
均一に含む。

礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分が多い粗粒砂充填
部分的に細砂層、腐植木片挟む。
含水比は下位から中位。

シルト分含む。礫径10から
15mm混入。含水比高位。漏水あ
り。

礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は下位から中位。
固結状で締まる。
部分的に砂層挟む。

全体的に細砂分含む。
含水比は下位から中位。
やや軟質となる。
全体的に細砂分多く混じる

礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は下位から中位。
最大礫径70ミリ混入。
部分的に砂層を挟む
密で良く締まる。
下部へいくに砂分多い。
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礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は下位から中位。
最大礫径70ミリ混入。
部分的に砂層を挟む
密で良く締まる。
下部へいくに砂分多い。
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